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「⽔・⼤気・医療・ガス」分野の総合計測機器メーカー
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『誠実・創造・挑戦』をモットーに
地球環境保全と豊かで人にやさしい
社会環境の実現に貢献します。

代表取締役社⻑︓ 高橋 俊夫
所在地︓ 東京都新宿区高田馬場一丁目
設⽴︓ １９４４年９⽉
資本⾦︓ １８億４，２４８万１千円
従業員数︓ 連結 ５７１名 単独 ３８１名

事業所︓

▶狭⼭市︓狭⼭テクニカルセンター
（開発研究センター、

医療関連機器⽣産棟）
▶東⼤和市︓東京エンジニアリング

センター
営業拠点︓ 国内11か所
連結⼦会社︓ 国内４社 （2021年3⽉末現在）

他

その他
8.5％

⾦融機関
24.3％

個人等
27.0％

外国
法人等

ハック・
カンパニー

33.5％

6.7％

2000年 東亜電波工業と電気化学計器（DKK)
が合併し、東亜ディーケーケー 誕⽣

2005年 米国ハック・カンパニー（HACH）と
業務・資本提携

2013年 東証第一部指定銘柄
2014年 創⽴70周年



海外

売上構成と事業系統
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製造 保守・
サービス

ハック・カンパ
ニー（米国）

⼭形東亜DKK 東亜DKK
サービス

製造・販売・
保守・サービス

国内

代理店

製品
（国内総
代理店）

業務提携
資本提携

計測機器事業 不動産
賃貸事業

東亜ディーケーケー

海外
お客さま

バイオニクス
機器

お客さま
（テナント）

岩手東亜DKK
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2020年度
売上高

159億円

環境・
プロセス
分析機器
37.6％

科学
分析
機器
6.7％

医療
関連
機器

5.5％1.6％

電極・
標準液
14.7％

保守・
修理
15.4％

不動産賃貸事業
1.6％

産業用
ガス検知
警報器

業

事
器 機

測

計

保守・補用品
46.9％

装置・機器販売
51.5％

部品・
その他
16.7％

計 測 機 器 事 業



当社の強みと計測機器の用途分野
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水 ⼤気

全窒素
全りん計

ラボ用
水質計

ポータブル用
水質計

ガス医療
環境・プロセス分析機器 産業用ガス

検知警報器

科学分析機器

透析用薬剤溶解装置

医療関連機器

油膜検知器

➢創⽴以来のpH計、電気伝導率計などの保有技術は幅広い用途に対応
➢公的機関はじめ、幅広い業種の企業とお取引き
➢開発・製造・販売からアフターサービス（保守・修理）までの一貫体制

水道水用水質
自動測定装置

pH計 電気伝導率計

PM2.5
測定装置

⼤気SO2
SPM測定
装置

国内シェア
NO.1

エンドトキシン計

ケミルミ
アルシン計

Copyright(c) DKK-TOA CORPORATION
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2020年度決算サマリー
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2019年度
実績

2020年度
実績

前期⽐増減
⾦額 率

売 上 高 16,349 15,988 △360 △2.2％

営 業 利 益 1,834 1,852 17 ＋1.0％
売上高⽐ 11.2％ 11.6％

経 常 利 益 1,918 1,907 △11 △0.6％
売上高⽐ 11.7％ 11.9％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 1,369 1,374 4   +0.4％

売上高⽐ 8.4％ 8.6％

（単位:百万円）

■売上高︓コロナ禍により国内売上が低迷し減収
（国内）官公需は例年並みも、⺠需の低迷を受け減収
（海外）経済活動再開により中国・韓国で需要が回復した他、半導体関連設備

投資の好調な台湾向け販売が順調に推移し増収
■利益︓営業利益は経費の低減により微増、経常利益は微減、

当期純利益は６期連続で最高益を記録
☞単⽉⿊字化139か⽉連続記録更新中（2009年9⽉から11年7か⽉）



営業利益増減分析（前期⽐）
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0

1000

2000

2020年度
営業利益
1,852

2019年度
営業利益
1,834

計測機器事業
粗利の減少

△165

経費の減少
＋187

計測機器
売上高減
△ 137

販管費減
＋268 営業利益増加

＋17

計測機器
原価率
の上昇
△ 28

研究開発費
増

△ 81

不動産
賃貸収入

減
△ 5

不動産賃貸
事業の減収

△5

（単位:百万円）



国別売上高推移
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（単位:百万円）

国内外の売上高 海外の国別売上高

11,952 12,634 13,143 13,533 13,123 

2,280 
2,707 

4,146 2,552 2,606 213 
263 

258 
264 258 14,445 

15,605 

17,548 
16,349 15,988 

2016 2017 2018 2019 2020

計測機器︓国内
計測機器︓海外
不動産賃貸

1,348 
1,615 

3,138 

1,469 1,470 

284 

410 

235 

205 236 
241 

267 

326 

346 379 
283 

314 

325 

402 391 121 

101 

121 

129 129 2,280 

2,707 

4,146 

2,552 2,606 

2016 2017 2018 2019 2020

中国
韓国
台湾
その他アジア
その他
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分野別売上高構成推移
（単位:百万円）



[主要分野] 環境・プロセス分析機器
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（単位:百万円）

△4.0％■前期⽐
（2019年度 vs 2020年度）

⽔

⼤気2,187 2,401

3,841
2,633 2,462

3,346
3,824

3,682

3,633 3,555

5,533
6,225

7,523

6,266 6,017

2016 2017 2018 2019 2020

環境・プロセス分析機器売上高

上期 下期

- 国内︓前期並みの売上を確保
- 海外︓インドへの販売が好調

- 国内︓官需向け売上確保（上下水道用
分析計）、⺠需向け販売減少
（基本プロセス分析計、環境
用水質分析計）

- 海外︓経済活動を再開した中国・韓国や
半導体関連設備投資の好調な
台湾向けが堅調



[主要分野] 科学分析機器・医療関連機器
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（単位:百万円）

（単位:百万円）

△5.6％■前期⽐
（2019年度 vs 2020年度）

△8.1％■前期⽐
（2019年度 vs 2020年度）

－ ⼤学など研究機関からの引き合い
が弱く減収

- 病院の新規・買い替えが、新型コ
ロナ対応で先送りされ需要が減少

☞ 透析システムメーカーの海外展開
を後押し

549 549 566 566 507

589 619 609 574 569

1,138 1,168 1,175 1,140 1,076

2016 2017 2018 2019 2020

科学分析機器売上高
上期 下期

310 404 470 435 403

353
423

626
522 476

663
827

1,096
957 879

2016 2017 2018 2019 2020

医療関連機器売上高
上期 下期



[主要分野] 保守・補用品
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（単位:百万円） ■電極・標準液
＋0.0％前期⽐

（2019年度 vs 2020年度）

■保守・修理
＋0.4％

- コロナ禍においても設備稼働維持
のための定期点検がほぼ計画通り
⾏われ、保守・修理、部品は増収

- 全体では前期⽐1.1％増

■部品・その他
＋2.8％

前期⽐
（2019年度 vs 2020年度）

前期⽐
（2019年度 vs 2020年度）

3,062 3,109 3,351 3,566 3,476

3,482 3,627
3,825 3,842 4,016

6,544 6,736
7,176 7,408 7,492

2016 2017 2018 2019 2020

保守・補用品売上高

上期 下期
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2021年度通期計画
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2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
計画

前期⽐増減
⾦額 率

売 上 高 16,349 15,988 16,700 711 +4.4％

営 業 利 益 1,834 1,852 2,000 147 ＋8.0％
売上高⽐ 11.2％ 11.6％ 12.0％

経 常 利 益 1,918 1,907 2,060 152 +8.0％
売上高⽐ 11.7％ 11.9％ 12.3％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,369 1,374 1,440 65   +4.8％

売上高⽐ 8.4％ 8.6％ 8.6％

＜国内＞
新型コロナウイルス感染症の終息には不透明感があるものの、設備投資は
回復基調が続くと予想し、eコマースの⽴ち上げなどデジタルマーケティング
の推進やアフタービジネスの強化により拡販

＜海外＞
中国の既存・新規分野での拡販及び、東南アジアを中核とする売上拡⼤

（単位:百万円）



営業利益増減分析（計画）
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（単位:百万円）

0

500

1000

1500

2000

2500

2021年度
営業利益

計画
2,000

2020年度
営業利益

実績
1,852

経費の増加
△48

販管費増
△17

営業利益増加
＋148

計測機器事業
粗利の増加

＋197

計測機器
売上高増
＋275

計測機器
原価率
の上昇
△78

研究開発費
増

△ 31
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設備投資・減価償却費・研究開発費

設備投資・減価償却費 研究開発費

（計画） （計画）

隣接⼟地
及び新棟
1,270

新棟
710

（単位:百万円）



総資産／純資産・⾃⼰資本⽐率、ROE
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1,226 1,230 
1,322 1,369 1,374 

1,440 

9.4%

8.5% 8.5% 8.4%
7.9%

8.5%

0%
0%
0%
1%
1%
1%
1%
1%
2%
2%
2%
2%
2%
3%
3%
3%
3%
3%
4%
4%
4%
4%
4%
5%
5%
5%
5%
5%
6%
6%
6%
6%
6%
7%
7%
7%
7%
7%
8%
8%
8%
8%
8%
9%
9%
9%
9%
9%
10%
10%
10%
10%

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2016 2017 2018 2019 2020 2021

当期純利益 ROE

総資産／純資産・自⼰資本⽐率 当期純利益・ＲＯＥ

19,986 

22,133 
22,793 23,134 

24,394 

13,769 
15,140 15,841 

16,746 
18,122 

68.9% 68.4% 69.5%
72.4% 74.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2016 2017 2018 2019 2020

総資産 純資産 ⾃⼰資本⽐率

特別利益を除いた
場合は7.6％

（計画）

（単位:百万円）
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1株当たり配当⾦推移

株主還元株主還元

¥8 ¥9 ¥10 ¥10 ¥11 ¥12 ¥13 
¥16 ¥16 ¥17 ¥1 

¥1 
¥1 ¥1 

¥1 
¥1 

¥2 

¥1 

9円
10円

11円 11円
12円

13円
15円

16円
17円 17円

22.8% 22.6% 24.7%
28.7%

25.5%
21.0%

24.2% 24.0% 24.6% 24.5%

-60%

-50%

-40%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

0

6

12

18

24

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

普通配当 特別/記念配当 連結配当性向（％）



国内営業の取り組み①
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公式YouTube
チャンネル
取扱い説明動画

営業員の提案営業カスタマイズ品
⼤口案件等

⼩型製品等 ＥＣ

内勤営業員とＥＣ

差別化

効率化

Webセミナー



国内営業の取り組み②
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海外営業の取り組み︓重点分野
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☛ 基本プロセス計
☛ 排水用水質計

☛ 環境用水質分析計
（河川モニタリング等）

☛ 環境用⼤気分析計

☛ ⽣化学センサ
☛ 脱炭素／新エネルギー

市場向け水質計

水道水用水質
自動測定装置

環境用⼤気
測定装置

全窒素・
全りん
自動測定器 デジタルセンサ

濁度計抵抗率計

☛ 水道水用分析計
☛ デジタルセンサ



半導体製造プロセス分析計について

24

半導体製造設備の超純⽔供給フローと使用される⽔質計
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① 原⽔ ② 超純⽔製造システム

お客さま
ユースポイント

排⽔
回収

排⽔
処理

①原⽔・回収⽔管理用
・濁度計
・残留塩素計
・プロセス自動測定装置
など

②純⽔製造管理用
・抵抗率計
・電気伝導率計
・溶存オゾン計
など

③排⽔監視・管理用
・COD計
・pH・ORP計
・フッ化物イオン計
など

① ③



もっといいモノづくり
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圧倒的なトップ製品の開発を加速
医療、脱炭素化など新分野への研究開発

生産拠点の最適化、生産⾃動化で品質＆価格競争⼒UP
コア部品の内製化で「モノづくりを磨く」

狭⼭テクニカル
センター

東京エンジニア
リングセンター ⼭形東亜ＤＫＫ 岩手東亜ＤＫＫ

一番手の企業に



ESG経営︓環境保全
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2020年4⽉〜
本社を含む主要３事業場
2021年4⽉〜
⼭形東亜DKK、岩手東亜DKK

FSC認証
ダンボール箱緩衝材の紙化

使用電⼒を100％再生可能
エネルギーに切り替え

エコ梱包への切り替え



ESG経営︓働きやすい職場環境
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在宅勤務 時差出勤
時間単位の
有給休暇

勤続年数 男性18.0年 ⼥性18.6年
年次有給休暇取得率 69.2％
平均残業時間 5.1時間／人・⽉
育児休暇取得率 ⼥性100％ 男性16.7％（1名）
育児休暇取得後の復職率 100％
管理職に占める⼥性割合 10.5％

関連データ︓2020年度実績（単独）

多様な働き方の実現 グループで健康経営を推進
・2019年10⽉取得

東亜ディーケーケー
・2021年２⽉取得

⼭形東亜DKK
岩手東亜DKK
バイオニクス機器
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＜お問い合わせ＞
東亜ディーケーケー株式会社

経営戦略部
メール︓ir@toadkk.co.jp

目次

ご清聴ありがとうございました。
１．本資料は当社をご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的としたものでは

ありません。
２．本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を

与えるものではありません。
３．将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された

上でご利用ください。
４．業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、

当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。
５．本資料は、投資家の皆さまがいかなる目的にご利用される場合においても、皆さまご自身のご判断と

責任においてご利用されることを前提にご提⽰させていただくものであり、当社はいかなる場合に
おいてもその責任は負いません。


